
ゴルバチョフ氏死去 91 歳 旧ソビエト最後

の指導者 

 
 

2022 年 8 月 31 日 12 時 27 分 ロシア  

ロシアの複数の通信社は、旧ソビエトの最後の指導者で東西冷戦を終結に導いたミハイル・ゴル

バチョフ氏が、30 日に亡くなったと伝えました。91 歳でした。 

国際社会からは、歴史の流れを変えた政治家だったなどと、死を悼む声が相次いでいます。 

「ペレストロイカ」「グラスノスチ」 
ゴルバチョフ氏は、1931 年、ロシア南部で生まれ、共産党の要職を歴任したあと 1985 年、54 歳で

ソビエトの最高指導者にあたる書記長に就任しました。 

 

書記長として「ペレストロイカ」と呼ばれた政治改革や、情報公開を意味する「グラスノスチ」など、

閉鎖的な社会を民主化する政策を進めました。 

 

外交政策でも、欧米諸国などとの対立の緩和を目指す「新思考外交」を掲げ、社会主義圏だった



東ヨーロッパ諸国の民主化や東西ドイツの統一を容認したほか、対立が続いていた中国との関係

を正常化しました。 

 
さらに、アメリカとは核軍縮を進め、1989 年 12 月、当時のブッシュ大統領とともに東西冷戦の終

結を宣言しました。 

こうした功績が評価され、1990 年には、ノーベル平和賞を受賞しました。 

 
また、ゴルバチョフ氏は 1990 年には、共産党の一党独裁体制を廃止して大統領制を導入し、最

初のソビエトの大統領となります。 

 



しかし、民主化を進めた結果、ソビエトを構成していた共和国で独立の機運が高まり、1991 年 12

月、ソビエトは崩壊。ゴルバチョフ氏は求心力を失い、政治の舞台から退きました。 

 
ソビエトが崩壊して 30 年となる去年 12 月には、ロシアの通信社への書面インタビューで「核兵器

やヨーロッパの安全保障などについて、ようやく真剣な交渉が始まった。難しい局面でも対話を中

断してはいけない」として、ウクライナをめぐるロシアとアメリカの対立を念頭に双方が対話を続け

ることの重要性を訴えました。 

 

そして、ロシア軍がウクライナへの侵攻を開始したことし 2 月には、ゴルバチョフ氏が代表を務め

る財団が声明を出し、「人の命ほど尊いものはこの世に存在しないし、存在しえない。相互の尊重

と配慮に基づく交渉と対話のみが最も深刻な問題を解決し得る」として、交渉による一刻も早い停

戦の実現を求めていました。 

 

一方、先月安倍元総理大臣が、演説中に銃で撃たれて亡くなったことについて、ゴルバチョフ氏は

「安倍元総理大臣の死去の知らせに対して衝撃を受けた。ご遺族や日本の皆様に心からお悔や

み申し上げる」として、哀悼の意を表すコメントを発表していました。 

 

ゴルバチョフ氏は、ここ数年は体調がすぐれず、病院で治療を受けていましたが、ロシアの複数の

通信社は 30 日、モスクワ市内の病院の話として、「ゴルバチョフ氏は、長く苦しい闘病生活の末に

今夜亡くなった」と伝えました。 

晩年のゴルバチョフ氏 軍事侵攻開始の際には即時停戦求める 



  

ゴルバチョフ氏は、ここ数年公の場に姿を見せていませんでしたが、2018 年 11 月首都モスクワで

開かれたゴルバチョフ氏の活動を追ったドキュメンタリー映画の上映会に出席しました。 

 

ゴルバチョフ氏は、関係者に手を支えられながら歩いて会場に入り、報道陣の呼びかけにこたえ

たり、握手を求める人たちに穏やかな表情で応じたりしていました。 

 

また、2020 年に公開された別のドキュメンタリー映画の中では、ゴルバチョフ氏は、亡くなった妻ラ

イサさんの写真が飾られた部屋で周りの人に支えられながら静かに暮らす様子が紹介されていま

す。 

 

食事中に「ウォッカ」を求めたり、インタビューの中で冗談を言っておどけた表情を見せたりする姿

もありました。 

 

一方、ゴルバチョフ氏は、大統領職を辞任してからもロシアをめぐる情勢などについて国内外のメ

ディアへのインタビューに応じたり、代表を務める財団を通して声明を発表したりするなど、積極的

にメッセージを発信し続けていました。 

 

2021 年 8 月、ソビエトの崩壊につながったクーデター未遂事件から 30 年になるのに合わせて声

明を発表した際には、みずからが推し進めた改革路線は正しかったとしたうえでプーチン政権を念

頭に「民主主義的な道こそ唯一正しい道だ」と強調しました。 

 

また、ゴルバチョフ氏自身も深く関わってきたロシアの独立系新聞「ノーバヤ・ガゼータ」のムラート



フ編集長がノーベル賞に選ばれた際には声明で「こんにちの世界における報道機関の重要性を

大いに高めるものだ」と評価しました。 

 

そして、ムラートフ氏について「勇敢で誠実なジャーナリストだ」とたたえ、プーチン政権によるロシ

ア人ジャーナリストへの暴力や脅しにもかかわらず、汚職や社会問題などを批判的に報じ続ける

姿勢を貫くよう促しました。 

 

ことし 2 月にロシアによるウクライナへの軍事侵攻が始まった際にはその 2 日後の 26 日に声明

を発表し、即時停戦と速やかな和平交渉の必要性を訴えました。 

 

声明では「人の命ほど尊いものはこの世に存在しないし存在しえない。相互の尊重と配慮に基づく

交渉と対話のみが最も深刻な問題を解決し得る」としてプーチン政権に対して強硬姿勢を改め交

渉による事態の打開を求めました。 

ロシア国営通信社 “プーチン大統領 深い哀悼の意” 
国営のロシア通信は 31 日未明、ロシア大統領府のペスコフ報道官の話として、プーチン大統領

はゴルバチョフ氏の死去に対して、深い哀悼の意を表し、31 日の朝にゴルバチョフ氏の遺族や友

人に弔電を送る予定だと伝えています。 

一方、国営のタス通信は、ゴルバチョフ氏は、妻ライサ氏が眠るモスクワ市内の墓地に埋葬される

ことになると伝えています。 

ロシア野党 民主派リーダー「人々に自由を与えた」 

  



ロシアの野党の政治家で、民主派のリーダーの 1 人、ヤブリンスキー氏は、NHK のインタビュー

で「ゴルバチョフ氏のおかげで冷戦と戦争の脅威は過去のものになった」と述べ、ゴルバチョフ氏

が東西冷戦を終結に導いたことを高く評価しました。また「人々に自由を与え、恐れずに生きる機

会を与えた。彼は人々が思ったことを口にできる社会を実現するため決断した」と述べゴルバチョ

フ氏が情報公開などの民主化政策を推し進めたことで、ロシア社会に言論の自由が生まれたと、

その功績をたたえました。 

 

2000 年の大統領選挙で当時、大統領代行だったプーチン氏と争った経験もあるヤブリンスキー氏

は、今のロシアについて、独裁的な権威主義体制に戻ったと指摘したうえで「独裁体制に言論の

自由があるのか」と述べ、ゴルバチョフ氏の功績がむだになっているとプーチン政権を批判しまし

た。そして、プーチン政権によるウクライナ侵攻も批判しながら「停戦協定を結び、双方が戦闘をや

め、市民の犠牲を止めなければならない」と述べ今後も平和を求めて訴え続けていく考えを強調し

ました。 

米 バイデン大統領「世界中の人々に安心をもたらした」 
アメリカのバイデン大統領は声明を発表し「ゴルバチョフ氏はアメリカのレーガン大統領とともに両

国の核兵器の削減に取り組み核の軍拡競争の終わりを願う世界中の人々に安心をもたらした。ま

たグラスノスチやペレストロイカ、すなわち情報公開や政治改革を単なるスローガンではなく、旧ソ

ビエトの人たちのための進むべき道だと信じていた」としています。 

そして「異なる未来を実現させることができると想像し、そのためにすべてのキャリアをかける勇気

を持った たぐいまれな指導者だった」とゴルバチョフ氏をたたえました。 

ジョージ・ブッシュ元米大統領の基金 SNS に功績たたえる投稿 

  



このなかでは「ブッシュ大統領とゴルバチョフ大統領は、ソビエトの終わりが東ヨーロッパの何百万

もの人々に確実に自由をもたらすよう、緊密に連携した」としています。 

そのうえで「ブッシュ大統領はゴルバチョフ氏について『歴史上の危機において、世界の平和の実

現のために身をていして立ち向かった』とたびたび話していた」としてゴルバチョフ氏の功績をたた

えました。 

英 ジョンソン首相「常に尊敬していた」 
イギリスのジョンソン首相はツイッターに「ゴルバチョフ氏の死去の報を受け悲しんでいる。私はゴ

ルバチョフ氏が冷戦を平和的な結末に導くために見せた勇気と高潔さを、常に尊敬していた。プー

チンがウクライナを侵略している今、ゴルバチョフ氏がソビエト社会を開放するために払ったたゆま

ぬ献身は、私たち全員にとって見本となり続ける」と書き込みました。 

仏 マクロン大統領 「自由の道を開いた平和の人」 
フランスのマクロン大統領はツイッターに「ゴルバチョフ氏の逝去に哀悼の意を表する。彼は、みず

からの選択によって、ロシアに自由の道を開いた平和の人だった。ヨーロッパの平和に対する彼

の尽力は、私たちの共通の歴史を転換した」と投稿し、ゴルバチョフ氏の功績をたたえました。 

岸田首相「核廃絶に賛同する世界のリーダーとして大きな功績」 

  

岸田総理大臣は記者会見で「ゴルバチョフ氏は、ソビエト連邦の最高指導者として、第 2 次世界

大戦後の欧州の分断と東西対立の克服に重要な役割を果たし、米ソ間では歴史上初めて核兵器

の削減に合意し冷戦を終結に導いた人物だ」と述べました。 

また「大統領退任後の 1992 年には広島を訪れており、核廃絶に賛同する世界のリーダーとして



大きな功績を残されている。大きな戦略的ビジョンと果断な実行力を有していたゴルバチョフ氏が

果たした役割は大変大きなものがあろうと思う。改めてご功績をしのび、謹んで哀悼の意を表した

い」と述べました。 

31 年前には長崎訪問 被爆者からも悼む声 
このとき長崎の主な被爆者団体の 1 つ「長崎県平和運動センター被爆者連絡協議会」の川野浩

一議長は他の被爆者団体の代表とともにゴルバチョフ氏を爆心地公園で迎え、握手をし、あいさ

つを交わしたということです。 

川野さんは当時を振り返り「ゴルバチョフ氏が出迎えた被爆者 1 人 1 人に笑みを浮かべながらあ

いさつをしてくれたのが印象的で人間味のあふれる方だと感じた」と話していました。 

川野さんはゴルバチョフ氏が亡くなったことについて「政治的な評価はさまざまだと思うが悩みな

がら世界平和に向けて努力をしてきたと思うので、ウクライナで戦争が起きている中で亡くなってし

まったことにショックを受けている。ロシア国内で彼の世界平和への思いがしっかりと受け継がれ

ていってほしい」と話していました。 

国連 グテーレス事務総長「歴史の流れを変えた比類なき政治

家」 

  

国連のグテーレス事務総長は声明を発表し、「ゴルバチョフ氏の死去を深く悲しんでいる。彼は歴

史の流れを変えた比類なき政治家であり、冷戦の平和的な終結に誰よりも貢献した人物だ。世界

は、卓越したリーダーで、献身的な多国間主義者、そして平和を唱え続けた人を失った」と哀悼の

意を表明しました。 



ゴルバチョフ氏の死去 ロシアメディアは一斉に速報 
国営のロシアテレビでは、ゴルバチョフ氏の政治家だけでなくその後の活動を振り返る特集を放送

し、「ゴルバチョフ氏はこの国を常に愛していた」などと伝えました。 

 

そのうえで自由な空間を切り開き、共産主義の制限された考え方やその後の幻想から国民を解

放したが、それは痛みをともなうものでもあったと締めくくるなど、功績にとどまらずさまざまな評価

にも触れています。 

欧米のメディアも速報で伝える 
ロイター通信は、ゴルバチョフ氏が冷戦終結で果たした役割によってノーベル平和賞を受賞して世

界中から称賛を集めたなどとした一方でウクライナへ軍事侵攻を続けるプーチン政権について触

れ「プーチン大統領はウクライナに侵攻したことで西側との緊張緩和などを実現したゴルバチョフ

氏の遺産を破壊してしまった」などと伝えています。 

 

また、アメリカの CNN テレビは東西冷戦の終結に導いたゴルバチョフ氏の功績などを伝えたうえ

で「最後までゴルバチョフ氏は自国よりも他国で尊敬される指導者だった。ロシア国内ではソビエト

帝国を崩壊させたなどとも批判されたが、西側諸国では、冷戦を終結させたノーベル平和賞の受

賞者であるという受け止めに変わりはない」とゴルバチョフ氏に対する評価は、ロシア国内と欧米

諸国では大きな差があると報じています。 

専門家「即時停戦訴えたゴルバチョフ氏の遺志に耳を傾けるべ

き」 
ソビエトやロシア政治に詳しい神奈川大学の下斗米伸夫特別招聘教授は、NHK の取材に対し

「ゴルバチョフ氏は、ソビエト国内でペレストロイカやグラスノスチといった改革を推し進めただけで

なく、東西冷戦を終結に導いた 20 世紀後半の政治家だっただけに非常に残念だ。ゴルバチョフ氏

はコサックの子孫でもあり、現在のウクライナとロシアにルーツがあることから、今回の軍事侵攻

でも即時停戦の必要性を訴えていた。しかし、現状は、ゴルバチョフ氏がもたらした東西冷戦終結

の遺産を食いつぶしているようなものだ。いまこそ即時停戦を訴えてきたゴルバチョフ氏の遺志に

耳を傾けるべき時でないか」と述べました。 

 


